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Apstract A new subspecies of Cethosia chrysippe (Fabricius) is described from Yamdena I., a 
main island of the Tanimbar lslands. 
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タテ ハチ ョ ウ 科 の ハレ ギ チ ョ ウ 属 Cetmosia は , イン ド ・ オ ー ス トラ リア 区 に 15 種 が 知ら れ て いる . 
幼虫 が ト ケ イ ソウ 食い の 毒 蝶 で , 椅 色 と 黒 を 基調 に し た 成虫 は 美しい も の が 多い . と り わ け , ペレ 
ン 島 の 7729e2 は この 世 の も の と は 思え ぬ 美 し い 青 紫色 に 輝き , セレ ベス の myrtnma は 赤 紫 色 の 幻 光 
を 放ち , 幻想 の 世界 に 導い て くれ , チモール の キリ ハレ ギ チ ョ ツウ leschnaulttt の エキ セン トリ ッ ク 
な 斑紋 は 興奮 せ ず に は お れ な い . あま り に も 毒々 し い 美 し き の た め , いき さか の 気 恥ず か し さも 
あっ て , 私 は ひそ か に この 仲間 を 集め て いな た. 


最近 , 古く か ら の 友人 で ある バリ 島 在 住 の 出 谷 裕 見 氏 を 通し て , タニ ン バ ル 諸島 の 中 で 最も 大 きい 
Yamdena 島 で 採れ た 奇妙 な ハレ ギ チ ョ ウ の 一 種 を 入手 し た . この 蝶 は , 出 谷 氏 と 共同 で イン ド ネ 
シア に 飼育 工場 を 作り , 上 蝶 の 飼育 を 試み て いる アン ボン 鳥 在住 の La Anton 氏 の 採集 人 が 採っ た も 
の で , 全面 黒色 の 閉 が 紫 の 幻 光 を 放ち , 逸品 ぞろい の ハレ ギ チ ョ ウ の 中 で も ひと きわ 美しく , 一 見 
し て 他 の 既知 種 と は 異な る 印象 を 与え る 特異 な も の で あっ た . 新種 と 考え て まず 間違い な いも の と 
思わ れ た が , 裏面 の 斑紋 が モル ッ カ 諸島 か あか ら ニ ュー ギニア 周辺 に 分 布 す る C. chrysippe (Fabricius, 
1775) に 良く 似 て お り , その 亜 種 と する 考え も 否定 し きれ な か っ た . そこ で 雄 変 尾 器 を 比較 し た と 
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Fig.1. Cethosia chrysibppe antont subsp. nov., holotype @ (left : upperside, right : under- 
side). 5 . 
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ころ , 期待 に 反し て 両者 の 形態 は 完全 に 一 致し て お ぉ おり, や は り czys2ZZe の 新 亜 種 と する の が 相当 
で ある と の 結論 に 至っ た の で 以下 に 記載 する . 





Cethosia chrysippe antoni SubsD. nov. (Fig. 1) 


和子 . 前後 燃 と も 地 色 は 黒色 で 紫 の 光沢 を 帯び , 全く 枢 色 部 を 持た を ない こと か ら 既 知 の どの 亜 種 
か ら も た だ ち に 区 別 で きる . 前 次 の 白色 帯 は 前 縁 に 向かっ て 細く な る . 後 次 亜 外縁 の 白 条 列 は 非常 
に 明瞭 . 裏面 の 地 色 は 暗い 赤 紫 色 で ある が , 前 敵 の 基部 は や や 明る く 椿 色 味 を 帯び る . 


雄 交 尾 呆 (Fig.2). 比較 に 用 いた 西 イ リア ン (ssp. claudilla Fruhstorfer) や バチ ャ ン 島 (ssp. ber- 
zsteini Felder) の 標本 と の 差異 は 見 られ な い . 従来 図示 され た こと が な い が , valva の 先端 部 が 二 
分 する の が 種 ckrys め pe の 大 き な 特 徴 で ある . 


Holotype. の , Indonesia, Tanimbar Is, Yamdena 1., 12. v. 1995, 神奈 川 県 立 憎 物 館 (自然 ) 所 蔵 . 
Paratypes. 4@ 2 そそ, 同 地 , viii. 1995. 


種 cs の の e は , オー スト ラリ ア 北 東部 に 位置 する ヨー ク 岬 半島 の 原 名 亜 種 の 他 に 17 亜 種 が 知ら れ 
て いる (D’Abrera, 1985)、 この 新 亜 種 の 模式 産地 で ある タニ ン バ ル 諸島 に 近接 する モル ッ カ 諸島 か 
ら は , pernsteinz Felder (で チャ ン , ハル マ ヘ へ ヘラ, モロ タイ ), obiana Fruhstorfer ( オ ビ ), 
hhigenia Fruhstorfer (ブル ), mo Cramer (セラ ム , アン ボン ), tinsulata Butler (カイ ), cydalima 
Felder (アル ) な ど , 多く の 亜 種 が 知ら ん れん てい ぃ いる. これら の 亜 種 は 多少 の 違い は ある も の の , 基本 
的 に は 前 後 女 と も 基 半 部 が 橋 色 で , タニ ン バ ル の 新 亜 種 と は 一 見 し て 区 別 で きる . タニ ン バ ル か ら 
は 遠く 隔 た っ た ニュ ー ギ ニア 東方 に ある 島 嘩 群 の いく つか の 亜 種 (トロ ブリ アン ド 諸 島 の cleanthis 
Fruhstorfer,。 ダ ント ルカ スト ーー 諸島 の 22zeze Fruhstorfer,。 ウッ ドラ ー ク 島 の woog/27%22226 
Fruhstorfer) で は 樽 色 部 の 暗 化 ある い は 黒 化 が 著しい よう で ある が , 私 は 標本 を 実 見 し た こと が な 
い . た だ し , Eruhstorfer (1912) や D'Abrera (1985) に よれ ば , この 3 亜 種 で は 少な く と も 雄 に は 
交 の 基 半 部 の 赤 味 は 残っ て いる よう で ある . これ ら の 型 種 と は 将来 充分 に 比較 検討 し て みた い が , 
種 の 分 布 の 東西 の は ずれ の 地域 に 黒 化し た 亜 種 が らい る こと は きわ め て 興味 深い . 


最後 に アン ボン , セラ ム の 個体 群 の 亜 種 名 に つい て 付記 し て お きた い . D'Abrera (1985) で は 亜 
種 名 と し て cydipbe Linnaeus, 1767 を 用 いて いる が , この 名 前 は 同じ 著者 に よっ て 全く 別 の 種 [ウラ 


























Fig.2. Male genitalia of Cethosia chrysippe antoni subsp. nov., holotype. 
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ギン ヒョウ モン |] に 対し て 命名 きれ た Papilio cy の 7e Linnaeus, 1761 の 新参 一 炊 ホ モニ ム で あっ て , 
永久 に 使用 する こと の で き な い 無効 名 で ある . し た が っ て , 同 地 域 の 個体 群 に 対す る 有効 な 亜 種 名 
と し て は , 次 に 古い zo Cramer, [1775] を 使用 し な けれ ば な ら な い . な お , ハレ ギ チ ョ ツウ 属 Ceo- 
sg Fabricius, 1806 の 模式 種 は この cygZe Linnaeus, 1767 で ある が , 動物 命名 審議 会 の オピニ オン 
に よっ て , cydiphe Linnaeus, 1767 を 名 義 上 の 模式 種 と し て 引用 する こと は 認め られ て いる . 








本 稿 を まとめ る に あたり , 出 谷 裕 見 , La Anton の 両氏 に は 標本 の 入手 に あたっ て ご 尽力 いた だ い 
た . また , 大 谷 卓也 , 西山 保典 の 両氏 に は 数 々 の ご 教示 を いた だ いた . 記し て 厚く お 礼 申 し 上 げ 
る . 
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Summary 


The genus Cethosia Fabricius, 1806 has been known to comprise 15 species in the Indo- Australian 
region. Recently I got a short series of specimens of an unknown and very curious Cethosia 
species collected at Yamdena I., the Tanimbar Is. After my careful examination, it was 
concluded that the specimens belong to C. chrysippe (Fabricius), widely ranging from the 
Moluccas to N. Australia, and represent a distinct new subspecies. 


Cethosia chrysippe antoni subsp. nov. (Fig 1) 


TF. Both wings with ground color blackish with deep purple luster, lacking the proximal large 
reddish area seen in nearly all the known subspecies of czys2 の の e. Forewing with white post- 
median band gradualJy narrowed towards costa. Hindwing with subterminal row of white 
stripes conspicuous. Underside of both wings dark purple except rather pale, reddish proxirmal 
area of forewing. Male genitaha are as shown in Fig. 2. 


Holotype. @, Indonesia, Tanimbar Is, Yamdena I., 12. v. 1995, preserved in the Kanagawa 
Prefectural Museum of Natural History, Odawara. Paratypes. Same 1ocality as holotype, 4 @ 
2 和子 , viii. 1995. 


C. chrysiphpe (Fabricius) has been known to be composed of 18 subspecies, in which cleanthis 
Fruhstorfer from the Trobriand Is, alkmene Fruhstorfer from the D'Entrecasteaux Archipelago 
and woodlarkiana Fruhstorfer from Woodlark 1. have the proximal area of wings rather dark, 
but not so blackish as in the new subspecies. 
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